
2019年（令和元年）12月 8

　　　　災害への備えを
　　～那覇市総合防災訓練～

平和への願いをつなぐ
～那覇市戦没者追悼式～

なはのホットな話題は市FacebookやLINEで
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15
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26
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27

市では、企業や団体のみなさまと道路でごみ拾
いや街路樹の剪定、草花の管理などを行う「グリ
ーン・ロード・サポーター」（GRS）、「那覇市道
路ボランティア」の協定を締結しています。10
月 15 日、市役所で活動の報告会を行いました。

団体からは「歩く人が気持ちよく過ごせるよう
な道路環境を作っていきたい」「交通量が多い通
学路は、子どもの姿が車道から隠れないよう雑草
の手入れをしたい」などの報告があり、城間市長
は「地域に根差し、愛着を持った活動をされてい
ることに敬意を表します」と激励しました。

市若狭の旭ヶ丘公園内にある恒久平和のモニュ
メント「なぐやけ」の碑の前で那覇市戦没者追悼
式を行いました。

式典に参列した那覇市連合遺族会の瑞慶山良祐
会長は、「再び戦争による惨禍がくりかえされる
ことのないように、全市民で平和の尊さを共有し
ていきたい」と追悼の言葉を述べました。

城間市長は、「全世界に恒久平和を発信し続け
ることを、戦没者の方々にあらためてお誓い申し
上げます」と述べ、市庁舎を訪れた市民のみなさ
んや市職員が折った千羽鶴を奉納しました。
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近年発生している地震、津波、台風などの災害
に備え、関係機関や市民団体、企業と相互に連携
して対応することを確認するため、市役所周辺と
市民協働プラザで総合防災訓練を開催しました。

訓練には、消防局、警察、自衛隊、その他多く
の企業が参加し、あらゆる状況を想定した、避難
所の設置、倒壊家屋や車両に取り残された人の救
助、怪我人の手当などの訓練を行いました。

今回初めてとなる遺体安置所設置訓練では、遺
体の搬入、身元確認、検死、葬儀までの流れを、
人形を使って確認しました。

　　　企業の力で道路をきれいに
～GRS＆道路ボランティア協定締結報告会～


